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令和４年度第１回 出雲市健康のまちづくり推進会議・食育のまちづくり推進会議 

会議録（要旨） 

 

開 会 

１ 金築健康福祉部長あいさつ 

≪省略≫ 

２ 委員の委嘱 

≪省略≫ 

３ 会長及び区会長の選出 

   会 長 吾郷美奈恵（島根県立大学看護栄養学部教授） 

   副会長 野津 秀美（出雲地区栄養士会会長） 

４ 会長、副会長あいさつ 

≪省略≫ 

５ 議事 

⑴ 令和３年度出雲市健康づくり・食育に関するアンケート調査結果について 

≪事務局説明省略≫ 

⑵出雲市健康のまちづくり基本計画の中間評価について 

① 第２次出雲市健康増進計画中間評価概要 

② 第３次出雲市食育推進計画中間評価概要 

≪事務局説明省略≫ 

⑶ 意見交換 

 

議長 

事務局の方から議事の⑵の基本計画の中間評価についてご説明いただきました。議事の⑴

のアンケート調査の結果もあわせて委員の皆さまからご意見、ご質問はございませんでしょ

うか。盛りだくさんの内容になっておりますが、忌憚のないご意見、ご質問をお願いいたし

ます。いかがでしょうか。 

 

Ａ委員 

資料２の９ページ、歯の健康を説明いただいたのですけど、先ほど指摘された表のなかほ

ど、歯周病の罹患率、４０歳がバツでちょっと悪くなっているところですが、数字を見ると

４０歳は６０％で６０歳は６８．９％で、そっちの方の数字が高いのです。どういうことか

というと、生活習慣とか食習慣、そういう環境要因の影響をすごく受けると思うのです。だ

から、タバコの影響もすごく受けます。アンケートのほうで言うと、タバコの喫煙率が３０

代、４０代の方が喫煙率は高くて、タバコの影響はそのあと出てきますので、５０代、６０

代で。だから、６０歳以上の方の数字のほうが高いのはそういった喫煙率は徐々に下がって

きているとはいいながら、年配の人たちは結構吸っていたと思うので、その辺が数字に出て

いるのです。だから、歯の健康って、ここにある「毎食後歯磨きしましょう」とか、そうい

う数字も大事なのですが、それだけじゃなくて、例えば規則正しい食生活することが歯に大
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事であったりするのです。ダラダラ食べたり、深夜の遅い時間に食べるとか、そういったこ

とでも歯が悪くなるし、そういった複合的な要因が非常に関わってくるので、なかなか、こ

こに挙げられている項目だけで良くないというのはちょっと難しいところがあるのですが。 

 

議長 

 食の規則正しい生活とかもすごく関係するっていうことでしたが、Ｂ委員、いかがでしょ

うか。 

 

Ｂ委員 

 いま、いろいろと食のほうもありましたが、減塩というのが本当に市民に行き届いている

のかなと思っています。味を見ないうちに醤油をどっとかけるし、最初びっくりしたのです

が、だんだん年数が経つうちにこちらもそういうのに関わっているので、減塩の醤油とかに

変えていっているのです。他を見ても、全体ではないのですが、減塩っていうのが行き届い

ているのかなと思っています。歯のことですけど、自分自身も本当に歯を大切に、ある程度

の年代になって、やっぱり食って自分の歯じゃないと美味しくないなっていうことを感じま

した。今更遅いのですけど、いま毎日、自分で出来るケアをやっています。 

 

議長 

市のアンケートのことでも結構ですし、資料２の中間評価のところでも結構ですので、気

になるところですとか、何かご意見等ありましたらお願いいたします。 

 

Ｃ委員 

 いろんな調査がしてあるので、なかなか全部はコメントしにくいというか理解できていな

いのですが、資料２の４頁、子どものテレビとかスマートフォン、外遊びの調査がしてあり

ます。この世の中、スマートフォン、テレビから離れられないからうまく付き合うとは言わ

れるのですが、今、アメリカ小児科医会も日本小児科医会も、以前と同じように２歳までは

ノーメディアと言っています。健康のためにはやっぱりそれが必要で、ダメダメではいけな

いと思うのですが、子どもの健康とか、行く末のためには、なるべくそういう指標に沿った

ほうがいいかなと思っています。眼科の先生も視力低下を予防するために子どもは２時間以

上外遊びをしましょう、外遊びが視力低下を予防するというようなキャンペーンをしておら

れますので、なるべく１時間でなくて２時間は外遊びをしたほうがいいのかなと思っていま

す。もう一つ、１２頁ですが、小学校１年生で９時までに寝る子が１５年前は５０％いたの

ですけど、今、小学校１年生で９時までに寝る子が約２０％に減ってきているのです。でも

これを見ると３歳児が９時までに寝るのが７％とか、８．７％とか、小学校１年生よりもか

なり少ないのです。その状態はかなりおかしくて、やはり３歳児をもっと寝させるようにし

ないといけないと思うので、ここは増加で二重丸にはなっているのですが、実際はバツじゃ

ないかと思っています。 

 

議長 



- 3 - 

 

 子ども達の寝る時間のことが話題になっていますので、このあたりについて、Ｄ委員、ご

意見お願いいたします。 

 

Ｄ委員 

メディア接触のところの話しですが、小中学生でも、例えば学校が休校になるとかで、家

でどうして過ごしているかというと、ゲームをやっているとかユーチューブを見ているとか、

そういう過ごし方をしている子が本当に多くて、実際にきちんと数値を調べてはいませんが、

大変悪化しているなと思っています。それで学校現場ではなかなかノーメディアというのは

難しいのではないかというので、少しメディアを減らそうと、そういう文言に変えながら取

り組んでいるところです。また、学校現場では児童、生徒に１台タブレット端末ということ

で、家にタブレットを持ち帰って、家庭学習でもタブレットを使うというような、そういう

ことも推し進められていて、保護者さんのほうでは学校から持って帰ったタブレットの接触

とそういうのをどうすみ分けていけばいいのかとか、子ども達になかなかブレーキがかから

ないのに、そういう部分はどう指導していけば良いのかという戸惑いもあるのが今の状況で

す。大きな課題だと思っています。それから、肥満度が大きくなっているというところ、小

学生、中学生でも運動面で制限がすごくかかることが多くて、十分に運動出来ていません。

学校から帰ったあとも、友達と遊ぶのを控えましょうとか、そういう呼びかけをする中、も

う３年目がきてしまっているということで、大きく影響があるなと感じているところです。 

 

議長 

コロナ禍でじっとして出来ることが増えてきて、学校現場は益々そのあたりのバランスで、

難しさは増しているのだろうと思っております。 

 

Ｅ委員 

地域性もそれぞれあると思うのですが、私は、いろいろなことを校区で取組むという形を

とっております。例えば、生活習慣の地区とか、そういったことを校区でしていて、小、中、

保で一斉にいろんな調査をするということで効果があがっているかなというところがありま

す。小さい子は、お兄ちゃんやお姉ちゃんの影響を受けるというのが多くて、メディアの時

間も延びているというのは、そのあたりかなと思っています。なので、初めてメディアに触

れるときに、どうしたらいいかというチラシとか、いろんなものを活用しながら啓発をして

いる状況です。本来なら集まってお話を聞いていただきたいのですが、コロナ禍で今は出来

ないので、その中で出来ることを最大限に考えているというところです。ノーメディアの話

しが出たのですが、確かにノーメディアにしてほしいと思いますが、なかなか難しくて、そ

れならどうしたらいいかということを話したりすることもあるのですが、それに代わるもの

を何か提供するしかないのかなということで、例えば、一緒に絵本を見ること、外遊びをす

ること、運動遊びも家の中でこういうことができますよとか、そういう情報を提供する、そ

ういった形で少しずつやっていかないといけないかなと最近感じているところです。 

 

議長 
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ほかはいかがでしょうか。 

 

Ｆ委員 

先ほど、食育のところで小学生さんとか中学生さんが朝食を食べない、食が細いというよ

うな感じを受けたのですが、小学生、中学生というのは一番体力をつけるときで、朝食やお

昼を食べないということは成長に非常にマイナスになっていくのではないかと思います。小

さい時からある程度食べていかないと胃袋が大きくなりません。中学校、高校になると、部

活などで練習量がハードになったり、体力が非常に必要になってきます。そうなるとやはり

食事ということは非常に大事であると感じております。まず小さい頃は食べつけるというこ

とが一番大事でありますが、一日どのぐらいの量を食べたらいいのかとか、野菜とか肉のバ

ランスとか、一日の量とかも何かで教えてあげられるような形でもあれば、子育てに役に立

つのではないかなと思います。コミセン単位でも一日に食べる量を作ってみて、見せてあげ

る。そういうことも、取り上げていったらいいのではないかなという気がしました。 

 

議長 

今、子どもの食のことのご指摘をいただきました。Ｇ委員、いかがでしょうか。 

 

Ｇ委員 

子どもの食生活ですが、小学校５年生と中学校２年生の食生活調査というのを毎年実施し

ておりまして、県の調査なのですが、全小中学校が調査に協力して、市としての結果も出し

て、それを活用しながら子ども達に食生活、朝食の大切さを話したりしているところです。

子どもに朝食の大切さを話して、子どもが朝食は大切だから食べようと思ってくれることは

もちろんですが、子どもの食事というのは家庭にかかるところが大きいので、保護者の方へ

の啓発というところで、私たちもどのように保護者の方へ働きかけていけばいいのかという

ことを考えているところです。市の給食だよりに朝食の結果を載せて、朝食の大切さを掲載

して呼び掛けをしたり、簡単朝食レシピ等を載せて、そういうものを摂り入れてもらいなが

らバランスの良い朝ご飯を食べてもらえるような取り組みは続けてきております。本当に一

生懸命取り組んでくださっている方もたくさんいらっしゃるのですが、あのご家庭こそ見て

ほしいなというところに響いていかないところがネックでして、見ていただきたいところに

届かないというところが本当に心苦しいところです。積極的に食改善に取り組んでいただき

たい方たちを動かしていくためには、どのようにしたらいいのかということを私たちだけで

はなくて、やはり地域も交えて取り組んでいけるといいのかなということを強く感じている

ところです。 

 

議長 

 いま地域でどう取り組んだらというご意見いただいております。Ｈ委員、いかがでしょう

か。 

 

Ｈ委員 
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 コミセンでもいろいろな自主企画事業とか専門部、各種サークルを、全地区内の皆さんに

周知しながら、その都度やっています。健康に関しても健康づくり推進会議、ネットワーク

をやっていて、３Ｂ体操であったりＡＤＬ体操であったり、いろんなことを周知してやって

いますが、参加される方はほぼ固まっていて、同じ人が出てこられます。料理教室にしても

そうですし、ウォーキングとかもしていますが、大体、どのイベントをしても出てくる方は

固まっています。それから、コミセンは高齢者の方の利用が多いということで、非常に高齢

者の方が元気です。いろんなイベントも出ていただけますし、自分たちも企画してやってい

ただけます。ただ周知が足りないのか興味がないのか、特に若い人たちは終労というか、高

齢になるまで働いていらっしゃって、なかなかコミセンに寄っていただけない状況なので、

今やっている方々も、２０年、３０年同じメンバーです。ただ７０代、８０代後半になる人

も元気でやっておられるので、高齢者の人は元気だなという印象はあります。複合施設で隣

に幼稚園があるので、幼稚園とも交流したり、コミセンのほうにも来てくれたり、いろんな

交流もしていますし、そういった面で保護者の参加もあったりするのですけど、どうしても

年齢的にコミセンの対象になると高齢者が多いということで、もうちょっと世代を下げたい

なという気はしております。 

 

議長 

もう少し地域の実情が聞けたらと思っていますが、Ｉ委員いかがでしょう。地域の実態と

してお気づきのことなり、今の報告の中身で気になることなり、ご発言いただければと思い

ます。 

 

Ｉ委員 

 私もコミセンで健康づくりに参加していまして、高齢者の方とのふれあいがうちのコミセ

ンでも多いです。一緒にいろんな体操をしたりゲームをしたりするのですが、すぐそばに保

育所がありまして、保育所の人たちも、子どもさんたちもきて一緒にゲームをしたり、逆に

保育所の行事を見学に行ったりという交流もあります。今は高齢者中心の健康づくりという

ところでお世話しているという感じです。また、うちの地区は出雲市の中でさらに塩分の摂

取が高くて、毎年それを目標にあげていますけど、なかなかそれを減らすということが難し

いというような地域性もあるような感じがします。 

 

議長 

島根県も野菜が少ないのと塩分摂取が多いのと血圧管理のあたりを重点にして対策をとっ

て動いていると思うのですけど、出雲市も同じような課題があるということですね。 

J委員、いかがでしょうか。何かお気づきのこととかありましたらお願いいたします。 

 

Ｊ委員 

地域で、子育て広場をコミセン単位で 1カ月に１回か２回開催しているのですが、お母さ

んたちの要望を聞いたりして、食事に関すること、歯に関すること、そういった計画を立て

るとたくさん来られます。お母さんたちはそういうことに興味があるし、子どものことを大
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切に思ってこられるのだなと。歯のことに関しては、歯科衛生士さんに来てもらって、一人

ずつ、みんな口の中を診ていただいて、そのあと歯科衛生士さんから今後の歯の健康につい

て、普段どういうことに気をつけるとかをお話ししてもらいます。それを６月の虫歯予防デ

ーに合わせた６月の第１金曜日に毎年することにしているのですが、１年に１回じゃなくて、

もう１回、半年くらい経ってからまたやってもいいのなと、この会に出るたびにそう思って

います。 

うちは、子どもの食に関しては一生懸命な様子なのだなとは思うのですが、歯の健康に関

しても、かかりつけのお医者さんを決めて、定期的にフッ素を塗ってもらいに行って歯を診

てもらっています。孫が３人いるのですが、子どもたちは一生懸命歯磨きをしています。身

近でそういうのを見ていてたまに思うのですが、どこもこういうことをやっている訳じゃな

いのですよね。大抵のお母さんはおやつをあげたらあげっぱなし。それから先ほどから朝食

を食べないということも言われていますが、朝食に限らず昼ご飯や夜ご飯もちゃんと食べれ

ていない子どもがたくさんいると聞きます。小学校でもお父さんやお母さんの帰りが遅かっ

たり、夜仕事に出られるところは十分な夕ご飯が食べれていないというのを学校の先生から

聞いたりします。少し前から子ども食堂ということが言われていて、うちでも思いついてや

ってみようかな、どんなふうにやっていいかなという時にコロナになってしまったので、計

画が途中で止まってしまっています。でも、社会福祉協議会からも呼びかけがあったりして

始めておられるところ、始めようとしておられるところは結構あるみたいですので、どこか

の地区に限らず出雲市全体に広がって、それが出来ていくといいかなと思っています。 

 

議長 

働く世代って一番子どもにも親の世代にも要かなと思うのですが、Ｋ委員、お気づきのこ

となどがありましたらお願いいたします。 

 

Ｋ委員 

この膨大なアンケートを見ていて大変な集計だったろうと思います。企業では年に１回健

康診断を義務付けられていまして、その健康診断をもとに従業員さんのより良い健康を作っ

ていただけたらいいなと思っています。ただ、企業さんの中では一般の健康診断をされてい

るところもあれば、いろんなオプションを付けて健康診断をされているところもありまして、

たくさんの項目を設けて健康診断をされていれば、より良い従業員さんの健康が担保される

かなというような気がしています。国では２０１４年から健康経営という認定制度を設けて

おりまして、中小企業においては２０１６年から国の認定が始まっています。この認定制度

を市内で年々取得される事業所が大変多くて、企業さんが従業員の健康をすごく大事に思っ

て、取り組まれているなということが感じられます。このような企業が今後出雲市にたくさ

ん増えれば増えるほど従業員さんや市民の皆さんの健康が確保されるなというような気がし

て、今後こういう周知活動も広めていきたいと思っています。 

 

議長 

たくさんご意見いただいております。資料１は昨年の１２月のアンケート調査の結果で、
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出雲は年末ぐらいから結構大変な状況が続いてきていたので、ちょうど良い時期に調査をし

て回収いただいた結果かなと思っておりますし、資料２と３は、令和２年度のコロナの年で、

すべてをピタッと止めた年です。その時の結果と比べていただいていますので、そう思うと

そんなに悪くないのかなと思って見たりしていたのですが。コロナを理由にしてはいけない

のですが、その辺も含めてＬ委員、お気づきのことなどありましたらお願いいたします。 

 

Ｌ委員 

出雲全体としてはとても健康なまちなのではないかと思うのです。それは、昭和３０年代

からご近所づきあいで健康づくりが始まっていたという関係性です。ソーシャルキャピタル

というキーワードを計画の中に入れていただいていますが、合併前から各地区で健康づくり

を進めていたという歴史がある中でコロナもかかったのかなと思っています。感染症はそも

そも人とのお付き合いの中で生まれて移っていく訳です。最初の頃は、まだワクチンを接種

していなくて移されたら困るという病気だったのですが、今は信頼を受ける方から移された

としたら仕方ないなと思える蔓延期になっているのではないかなと思っています。健康づく

りで僕が大事にしているのは、楽しいとか信頼とか、生き生きと幸せに暮らしていける地域

を見られるようになることと。学校教育もそうですし、働き盛りもそうですし、高齢者の地

域の中での活動もそうですし、そういうのを見るとここはこうやってお付き合いしているの

だなっていうことが分かることもあります。出雲では３世代同居の世帯が多く、３世代が家

族の中でコロナの感染対策をしっかりとっておられる。そんな中で、家族で感染することは

仕方ないと思えるような感染症になってきているのかなという印象はあります。一方で世間

は制限なく行動されていますが、保健所も医療機関や福祉施設も、スタッフの緊張感は今も

ずっと続いています。この夏は世間と自分たちが違うという、取り残され感がすごく大きな

ストレスになっているのだと思います。６月以降、医療機関の中でも随分増えて、先ほどＣ

委員言われましたが、病院によっては６０人とか、時には１００人の出勤できない、感染だ

けでなく濃厚接触者の待機で出勤できない職員がいて、病棟の運営が厳しくなっている中で

入院を受け入れられない状況があります。少し熱が出ても、コロナと診断されても多くはワ

クチン打っていれば治りますので、そういう心構えで健康への準備をしていただきながら、

コロナの新しい株やこれから出てくる新興感染症に構えていただきたい。今お話があったよ

うに学校現場でも職場でも格差社会ですので、構えておれない方々がいらっしゃる。もちろ

んワクチンを打たない選択をされた方々も、私共、心に余裕のある人たち、健康な人たちが

見守れる地域社会であってほしいというのがお願いです。保健所や医療機関、福祉施設はい

ま大変な状況です。是非、信頼とか楽しい心構えとかいろいろ思い浮かべながら、大変だね

という言葉を一言かけていただくことで随分癒されます。それは健康づくりもそうで、よく

頑張っているねとか、そういう場面があると思うのです。そういう健康な立場でお互いを支

え合うという場面が、感染症だけではなくて、食についても運動についても教育現場でもあ

ると思うのですが、是非そういうところでお互いがお付き合いしていただければと思います。

感染症は一つの悪い物かのように見えますが、感染症を通じていろんな課題が見えてきます

し、良いところも見えてきましたので、それを伸ばしていけるような地域社会であってほし

いと思っています。これからの健康づくりのどこかに入れていただくといいなと思います。



- 8 - 

 

いろんな話になりましたが、感染対策は続けながらワクチンを打ってみようかと、副作用は

あるものなので打たないという選択は仕方ないかもしれないですが、いろんな意味で正しい

情報を、信頼を受ける方から手に入れる、そういうメディアの使い方はありだと思うのです。

信じること、信頼、楽しい、そういうキーワードを是非確認していただければと思います。 

 

議長 

コロナにより人権という言葉もすごく話題になったと改めて思っています。Ｃ委員、今の

ことでご助言いただけることがありましたらお願いします。 

 

Ｃ委員 

コロナのために地域活動をピタッとやめているところが結構あります。常会をこの２年や

っていないとか、健康推進ネットワークもやめていて、普通の対策をしながら会議は出来る

ので、少しずつ活動はしていかないといけないと思っています。Ｌ委員が言われたとおりだ

と思います。行動制限のない夏というのがどんどんメディアで出てきているのですが、保健

所とか病院の職員さん、施設の職員さん、相当節制しているはずで、その辺を思いやりの気

持ちで支えてあげていただくといいかなと思っています。 

 

議長 

委員の皆さまからたくさんの意見をいただいて、やっておられるけどやっていると言えな

いような雰囲気がまだあるような気がしていて、それが堂々とやっているよと言えるといい

かと改めて思っています。 

Ｍ委員さん、食べることってすごく大事だと思っているのですが、最後になりましたが何

かありますでしょうか。 

 

Ｍ委員 

コロナになってから食生活もいろいろと注目されているかと思います。最近、他のところ

で聞いた話ですが、若い世代の人は、食事で一番大事なのは何でしょうかという中で、２０

代、３０代の方は栄養のバランスはずっと下のほうで、１０項目ぐらいの中に入らなかった

ということがあるようで、自分の好きなものとか、お腹が一杯になるものとか、そういうよ

うなものを選ばれるのかなと思っています。保育所の給食、学校給食でいろいろ食育を受け

て子どもたちは育ってきているのですが、それが高校生そして社会人になるにしたがって、

だんだんそのことを忘れてしまうのかなと思っておりまして、そういう世代に栄養士会とし

てもアプローチしていけたらいいなと感じました。 

 

議長 

委員の皆さま、たくさんのご意見ありがとうございました。改めてコロナを受け入れてど

うしたらいいのかということをあと残り半分頑張っていけたらと思っております。 

事務局のほうにお返しします。 
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事務局 

ありがとうございました。 

本日、委員の皆さまから頂戴した意見、非常にたくさんの意見を出していただきました。

この意見を踏まえ、出雲市健康増進計画の中間評価、また出雲市食育推進計画の中間評価を

作成いたしまして、次回の会議で案についてご提示したいと考えております。なお、次回の

会議の開催日程は、１０月２７日、木曜日、１時半から予定しておりますのでご出席いただ

きますようよろしくお願いいたします。また、本日の会議の会議録については、まとまり次

第、委員の皆様にお送りいたします。 

全体を通して委員の皆さまから何かありますでしょうか。 

 

６ その他 

特になし 

 

事務局 

それでは閉会にあたりまして健康増進課の矢田課長がご挨拶申しあげます。 

 

閉 会 

矢田健康増進課長あいさつ 

≪省略≫ 

 


